
　

今
年
は
ス
ズ
メ
バ
チ
の
被

　

今
年
は
ス
ズ
メ
バ
チ
の
被

害
が
新
聞
・
テ
レ
ビ
で
ニ
ュ

害
が
新
聞
・
テ
レ
ビ
で
ニ
ュ

ー
ス
と
し
て
数
多
く
取
り
上

ー
ス
と
し
て
数
多
く
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
２
、

げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
２
、

３
年
は
ス
ズ
メ
バ
チ
が
め
っ

３
年
は
ス
ズ
メ
バ
チ
が
め
っ

き
り
数
を
減
ら
し
て
街
中
で

き
り
数
を
減
ら
し
て
街
中
で

巣
を
見
か
け
る
こ
と
が
少
な

巣
を
見
か
け
る
こ
と
が
少
な

か
っ
た
。
当
欄
８
月
号
で
ニ

か
っ
た
。
当
欄
８
月
号
で
ニ

ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
の
復
活
を
報

ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
の
復
活
を
報

告
し
た
が
予
想
ど
お
り
に
ス

告
し
た
が
予
想
ど
お
り
に
ス

ズ
メ
バ
チ
も
復
活
を
果
た
し

ズ
メ
バ
チ
も
復
活
を
果
た
し

た
。
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
は
狩

た
。
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
は
狩

り
バ
チ
で
あ
る
ス
ズ
メ
バ
チ

り
バ
チ
で
あ
る
ス
ズ
メ
バ
チ

の
貴
重
な
食
料
で
両
者
の
群

の
貴
重
な
食
料
で
両
者
の
群

れ
の
盛
衰
は
正
比
例
す
る
。

れ
の
盛
衰
は
正
比
例
す
る
。

　

ミ
ツ
バ
チ
を
初
め
て
飼
い

　

ミ
ツ
バ
チ
を
初
め
て
飼
い

は
じ
め
た
頃
、
セ
イ
ヨ
ウ
ミ

は
じ
め
た
頃
、
セ
イ
ヨ
ウ
ミ

ツ
バ
チ
を
分
け
て
く
れ
た
養

ツ
バ
チ
を
分
け
て
く
れ
た
養

蜂
家
は
秋
に
な
る
と
ス
ズ
メ

蜂
家
は
秋
に
な
る
と
ス
ズ
メ

バ
チ
の
襲
来
が
あ
る
か
ら
注

バ
チ
の
襲
来
が
あ
る
か
ら
注

意
す
る
こ
と
、
午
前

意
す
る
こ
と
、
午
前
1010
時
頃
時
頃

に
偵
察
に
や
っ
て
き
た
ス
ズ

に
偵
察
に
や
っ
て
き
た
ス
ズ

メ
バ
チ
を
駆
除
す
る
と
そ
の

メ
バ
チ
を
駆
除
す
る
と
そ
の

日
は
襲
っ
て
こ
な
い
と
教
わ

日
は
襲
っ
て
こ
な
い
と
教
わ

っ
た
。

っ
た
。

 

と
こ
ろ
が
鎌
倉
で
は
そ
う

と
こ
ろ
が
鎌
倉
で
は
そ
う

は
い
か
な
い
。
確
か
に
朝

は
い
か
な
い
。
確
か
に
朝
1010

時
頃
に
ス
ズ
メ
バ
チ
が
２
、

時
頃
に
ス
ズ
メ
バ
チ
が
２
、

３
頭
や
っ
て
く
る
。
そ
れ
を

３
頭
や
っ
て
く
る
。
そ
れ
を

捕
獲
し
て
も
す
ぐ
に
次
の
偵

捕
獲
し
て
も
す
ぐ
に
次
の
偵

察
隊
が
現
れ
る
。
ス
ズ
メ
バ

察
隊
が
現
れ
る
。
ス
ズ
メ
バ

チ
の
棲
息
密
度
が
異
常
に

チ
の
棲
息
密
度
が
異
常
に

濃
い
と
し

濃
い
と
し

か
思
え
な

か
思
え
な

い
。
い
。

　

鎌
倉
で

　

鎌
倉
で

よ
く
見
か

よ
く
見
か

け
る
ス
ズ

け
る
ス
ズ

メ
バ
チ
に

メ
バ
チ
に

は
オ
オ

は
オ
オ

ス
ズ
メ
バ

ス
ズ
メ
バ

チ
、
キ
イ

チ
、
キ
イ

ロ
ス
ズ
メ

ロ
ス
ズ
メ

バ
チ
、
コ

バ
チ
、
コ

ガ
タ
ス
ズ
メ
バ
チ
が
あ
る
。

ガ
タ
ス
ズ
メ
バ
チ
が
あ
る
。

　

オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ
は
地
中

　

オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ
は
地
中

に
巣
を
作
る
。
切
り
通
し
や

に
巣
を
作
る
。
切
り
通
し
や

谷
戸
が
多
く
崖
の
上
で
根
の

谷
戸
が
多
く
崖
の
上
で
根
の

浮
い
た
古
木
の
下
は
格
好
の

浮
い
た
古
木
の
下
は
格
好
の

営
巣
地
と
な
る
。

営
巣
地
と
な
る
。

　

キ
イ
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
は
天

　

キ
イ
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
は
天

井
裏
や
軒
下
に
巣
を
作
る
。

井
裏
や
軒
下
に
巣
を
作
る
。

社
寺
の
古
い
建
物
は
隙
間
が

社
寺
の
古
い
建
物
は
隙
間
が

多
く
侵
入
し
や
す
い
、
ま
た

多
く
侵
入
し
や
す
い
、
ま
た

軒
の
深
い
建
物
の
庇
は
雨
風

軒
の
深
い
建
物
の
庇
は
雨
風

が
し
の
げ
て
最
高

が
し
の
げ
て
最
高

の
場
所
と
な
る
。

の
場
所
と
な
る
。

　

コ
ガ
タ
ス
ズ
メ
バ
チ
は
良

　

コ
ガ
タ
ス
ズ
メ
バ
チ
は
良

く
繁
っ
た
木
の
枝
に
巣
を
架

く
繁
っ
た
木
の
枝
に
巣
を
架

け
る
。
剪
定
さ
れ
た
生
垣
が

け
る
。
剪
定
さ
れ
た
生
垣
が

お
気
に
入
り
で
あ
る
。
ス
ズ

お
気
に
入
り
で
あ
る
。
ス
ズ

メ
バ
チ
た
ち
に
と
っ
て
鎌
倉

メ
バ
チ
た
ち
に
と
っ
て
鎌
倉

ほ
ど
住
み
や
す
い
と
こ
ろ
は

ほ
ど
住
み
や
す
い
と
こ
ろ
は

な
い
。

な
い
。

　

ス
ズ
メ
バ
チ
の
仲
間
は
晩

　

ス
ズ
メ
バ
チ
の
仲
間
は
晩

秋
に
来
春
の
女
王
蜂
を
羽
化

秋
に
来
春
の
女
王
蜂
を
羽
化

さ
せ
一
斉
に
巣
を
離
れ
越
冬

さ
せ
一
斉
に
巣
を
離
れ
越
冬

す
る
場
所
探
し
に
出
掛
け

す
る
場
所
探
し
に
出
掛
け

る
。
そ
の
女
王
蜂
を
育
て
る

る
。
そ
の
女
王
蜂
を
育
て
る

時
期
に
最
も
活
動
を
活
発
化

時
期
に
最
も
活
動
を
活
発
化

さ
せ
る
。
秋
も
深
ま
り
多
く

さ
せ
る
。
秋
も
深
ま
り
多
く

の
昆
虫
た
ち
が
い
な
く
な
る

の
昆
虫
た
ち
が
い
な
く
な
る

と
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
箱
を
毎
日

と
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
箱
を
毎
日

の
よ
う
に
襲
う
。

の
よ
う
に
襲
う
。

　

キ
イ
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
は
ミ

　

キ
イ
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
は
ミ

ツ
バ
チ
の
巣
箱
の
前
で
待
ち

ツ
バ
チ
の
巣
箱
の
前
で
待
ち

受
け
蜜
を
採
取
し
て
動
き
が

受
け
蜜
を
採
取
し
て
動
き
が

遅
く
な
っ
た
ミ
ツ
バ
チ
を
捕

遅
く
な
っ
た
ミ
ツ
バ
チ
を
捕

ま
え
て
近
く
の
木
の
枝
で
肉

ま
え
て
近
く
の
木
の
枝
で
肉

団
子
に
し
て
幼
虫
の
食
料
に

団
子
に
し
て
幼
虫
の
食
料
に

す
る
。
キ
イ
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ

す
る
。
キ
イ
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ

に
襲
わ
れ
て
も
こ
の
時
期
に

に
襲
わ
れ
て
も
こ
の
時
期
に

も
巣
箱
の
中
に
は
２
、
３
万

も
巣
箱
の
中
に
は
２
、
３
万

頭
の
ミ
ツ
バ
チ
は
居
る
の
で

頭
の
ミ
ツ
バ
チ
は
居
る
の
で

群
れ
が
全
滅
す
る
こ
と
は
な

群
れ
が
全
滅
す
る
こ
と
は
な

い
。
し
か
し
オ
オ
ス
ズ
メ
バ

い
。
し
か
し
オ
オ
ス
ズ
メ
バ

チ
に
襲
わ
れ
る
と
ひ
と
た
ま

チ
に
襲
わ
れ
る
と
ひ
と
た
ま

り
も
な
く
全
滅
す
る
。
オ
オ

り
も
な
く
全
滅
す
る
。
オ
オ

ス
ズ
メ
バ
チ
は
数
十
頭
で
ミ

ス
ズ
メ
バ
チ
は
数
十
頭
で
ミ

ツ
バ
チ
を
襲
う
。
た
っ
た
一

ツ
バ
チ
を
襲
う
。
た
っ
た
一

日
で
数
万
頭
の
群
れ
が
全
滅

日
で
数
万
頭
の
群
れ
が
全
滅

す
る
こ
と
も
あ
る
。

す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
は
ス
ズ

　

ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
は
ス
ズ

メ
バ
チ
に
対
抗
で
き
る
と
言

メ
バ
チ
に
対
抗
で
き
る
と
言

わ
れ
て
い
る
が
正
確
で
は
な

わ
れ
て
い
る
が
正
確
で
は
な

い
。
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
は
ス

い
。
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
は
ス

ズ
メ
バ
チ
が
入
り
込
め
な
い

ズ
メ
バ
チ
が
入
り
込
め
な
い

細
い
隙
間
の
奥
を
探
し
て
巣

細
い
隙
間
の
奥
を
探
し
て
巣

を
作
る
が
オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ

を
作
る
が
オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ

に
巣
の
中
に
侵
入
さ
れ
る
と

に
巣
の
中
に
侵
入
さ
れ
る
と

や
は
り
全
滅
す
る
。
被
害

や
は
り
全
滅
す
る
。
被
害

は
、
一
方
は
全
滅
で
オ
オ
ス

は
、
一
方
は
全
滅
で
オ
オ
ス

ズ
メ
バ
チ
の
犠
牲
は
十
数
頭

ズ
メ
バ
チ
の
犠
牲
は
十
数
頭

に
過
ぎ
な
い
。
鎌
倉
で
セ
イ

に
過
ぎ
な
い
。
鎌
倉
で
セ
イ

ヨ
ウ
、
ニ
ホ
ン
を
問
わ
ず
蜂

ヨ
ウ
、
ニ
ホ
ン
を
問
わ
ず
蜂

の
飼
育
は
中
々
に
至
難
の
業

の
飼
育
は
中
々
に
至
難
の
業

で
あ
る
。

で
あ
る
。

　

ス
ズ
メ
バ
チ
は
肉
団
子
を

　

ス
ズ
メ
バ
チ
は
肉
団
子
を

幼
虫
に
与
え
、
幼
虫
が
出
す

幼
虫
に
与
え
、
幼
虫
が
出
す

分
泌
液
を
栄
養
源
に
一
日
百

分
泌
液
を
栄
養
源
に
一
日
百

㌔
㍍
を
飛
ぶ
と
言
わ
れ
て
い

㌔
㍍
を
飛
ぶ
と
言
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
分
泌
液
が
ス
ズ
メ

る
。
こ
の
分
泌
液
が
ス
ズ
メ

バ
チ
ア
ミ
ノ
酸
と
云
わ
れ
ア

バ
チ
ア
ミ
ノ
酸
と
云
わ
れ
ア

ス
リ
ー
ト
と
い
わ
れ
て
い
る

ス
リ
ー
ト
と
い
わ
れ
て
い
る

人
達
が
常
用
し
て
い
て
高
価

人
達
が
常
用
し
て
い
て
高
価

な
栄
養
剤
で
あ
る
。
そ
の

な
栄
養
剤
で
あ
る
。
そ
の

為
、
ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
の
プ

為
、
ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
の
プ

ロ
は
後
の
利
用
を
考
え
て
殺

ロ
は
後
の
利
用
を
考
え
て
殺

虫
剤
を
使
わ
な
い
。

虫
剤
を
使
わ
な
い
。

　

一
般
町
民
が
団
員
と
し
て

　

一
般
町
民
が
団
員
と
し
て

活
躍
す
る
消
防
団
の
技
術
向

活
躍
す
る
消
防
団
の
技
術
向

上
を
目
的
に
、葉
山
町
の
６

上
を
目
的
に
、葉
山
町
の
６

つ
の
分
団
が
ポ
ン
プ

つ
の
分
団
が
ポ
ン
プ

車
操
法
を
点
数
方
式

車
操
法
を
点
数
方
式

で
競
う
初
め
て
の
大

で
競
う
初
め
て
の
大

会「
第
１
回
葉
山
町

会「
第
１
回
葉
山
町

消
防
操
法
大
会
」が

消
防
操
法
大
会
」が

1010
月
２
日
町
役
場
駐

月
２
日
町
役
場
駐

車
場
で
開
催
さ
れ
た

車
場
で
開
催
さ
れ
た

＝
写
真

＝
写
真
。

　

７
月
に
行
わ
れ
た

　

７
月
に
行
わ
れ
た

県
の
消
防
操
法
大
会

県
の
消
防
操
法
大
会

で
ポ
ン
プ
車
の
部
の

で
ポ
ン
プ
車
の
部
の

優
秀
賞
を
受
賞
し
た

優
秀
賞
を
受
賞
し
た

第
４
分
団（
一
色
）な
ど
各
分

第
４
分
団（
一
色
）な
ど
各
分

団
か
ら
合
計
約

団
か
ら
合
計
約
5050
人
の
団

人
の
団

員
が
出
場
。５
人
１
組
で
消

員
が
出
場
。５
人
１
組
で
消

防
ホ
ー
ス
の
延
長
、接
続
、筒

防
ホ
ー
ス
の
延
長
、接
続
、筒

先
の
結
合
、放
水
な
ど
を
所

先
の
結
合
、放
水
な
ど
を
所

要
時
間
、迅
速
性
、確
実
な
動

要
時
間
、迅
速
性
、確
実
な
動

作
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
等
を
採

作
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
等
を
採

点
基
準
に
、県
大
会
に
準
じ

点
基
準
に
、県
大
会
に
準
じ

た
方
式
で
競
い
合
っ
た
。約

た
方
式
で
競
い
合
っ
た
。約

２
百
人
が
見
守
る
中
、第
３

２
百
人
が
見
守
る
中
、第
３

分
団（
下
山
口
）が
１
５
１
・

分
団（
下
山
口
）が
１
５
１
・

５
点
で
優
勝
し
た
。

５
点
で
優
勝
し
た
。

　

同
分
団
の
森
谷
茜
さ
ん

　

同
分
団
の
森
谷
茜
さ
ん

（
3434
）は
、幼
稚
園
勤
務
の
傍

）は
、幼
稚
園
勤
務
の
傍

ら
活
躍
す
る
町
内
唯
一
の
女

ら
活
躍
す
る
町
内
唯
一
の
女

性
団
員
。今
年
初
め
て
採
用

性
団
員
。今
年
初
め
て
採
用

と
な
っ
た
町
の
女
性
消
防
士

と
な
っ
た
町
の
女
性
消
防
士

３
人
と
と
も
に
救
命
救
急
法

３
人
と
と
も
に
救
命
救
急
法

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
。「
き
っ
か
け
は
消

を
行
っ
た
。「
き
っ
か
け
は
消

防
団
員
だ
っ
た
父
の
影
響
。

防
団
員
だ
っ
た
父
の
影
響
。

飛
び
込
め
ば
女
性
で
も
で
き

飛
び
込
め
ば
女
性
で
も
で
き

る
こ
と
が
あ
る
」と
話
し
、男

る
こ
と
が
あ
る
」と
話
し
、男

性
に
引
け
を
取
ら
な
い
力
強

性
に
引
け
を
取
ら
な
い
力
強

い
動
き
で
注
目
を
集
め
た
。

い
動
き
で
注
目
を
集
め
た
。

　

消
防
団
員
は
非
常
勤
特
別

　

消
防
団
員
は
非
常
勤
特
別

職
の
地
方
公
務
員
。町
内
在

職
の
地
方
公
務
員
。町
内
在

勤
・
在
住
の

勤
・
在
住
の
1818
歳
以
上
の
健

歳
以
上
の
健

康
な
人
で
あ
れ
ば
誰
で
も
入

康
な
人
で
あ
れ
ば
誰
で
も
入

団
で
き
る
。全
体
の
団
員
数

団
で
き
る
。全
体
の
団
員
数

は
約
１
８
０
人
。自
営
業
や

は
約
１
８
０
人
。自
営
業
や

一
般
企
業
に
勤
務
し
な
が
ら

一
般
企
業
に
勤
務
し
な
が
ら

兼
務
す
る
人
が
約
８
割
を
占

兼
務
す
る
人
が
約
８
割
を
占

め
て
い
る
。

め
て
い
る
。 

（
Ｋ
）

（
Ｋ
）

体長４㎝のオオスズメバチ体長４㎝のオオスズメバチ

大きさ比較　ニホンミツバチとオオスズメバチ大きさ比較　ニホンミツバチとオオスズメバチ

　

鎌
倉
市
観
光
総
合
案
内
所

　

鎌
倉
市
観
光
総
合
案
内
所

が
Ｊ
Ｒ
鎌
倉
駅
東
口
み
ど
り

が
Ｊ
Ｒ
鎌
倉
駅
東
口
み
ど
り

の
窓
口
横
へ
移
転
し
、
業
務

の
窓
口
横
へ
移
転
し
、
業
務

を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、

を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、
1010

月
１
日
、
鎌
倉
市
長
、
観
光

月
１
日
、
鎌
倉
市
長
、
観
光

協
会
会
長
、
Ｊ
Ｒ
駅
長
ら
に

協
会
会
長
、
Ｊ
Ｒ
駅
長
ら
に

よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ

よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ

れ
た
れ
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

外
国
人
観
光
客
の
増
加
に

　

外
国
人
観
光
客
の
増
加
に

ど
う
対
応
し
て
い
く
か
を
市

ど
う
対
応
し
て
い
く
か
を
市

と
Ｊ
Ｒ
が
協
議
し
て
リ
ニ
ュ

と
Ｊ
Ｒ
が
協
議
し
て
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
を
決
め
た
。

ー
ア
ル
を
決
め
た
。

　

主
な
拡
充
点
と
し
て
は
、

　

主
な
拡
充
点
と
し
て
は
、

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
よ

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
よ

る
観
光
情
報
を
提
供
し
、
タ

る
観
光
情
報
を
提
供
し
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
２
台
を
設
置

ブ
レ
ッ
ト
端
末
２
台
を
設
置

し
、
自
由
に
検
索
に
使
用
で

し
、
自
由
に
検
索
に
使
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
英

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
英

語
や
ロ
シ
ア
語
な
ど
７
カ
国

語
や
ロ
シ
ア
語
な
ど
７
カ
国

語
に
対
応
す
る
案
内
所
職
員

語
に
対
応
す
る
案
内
所
職
員

が
交
代
制
で
勤
務
し
て
い

が
交
代
制
で
勤
務
し
て
い

る
。
開
所
時
間
を
こ
れ
ま
で

る
。
開
所
時
間
を
こ
れ
ま
で

よ
り
２
時
間
延
長
し
、
午
前

よ
り
２
時
間
延
長
し
、
午
前

９
時
〜
午
後
７
時
と
し
た
。

９
時
〜
午
後
７
時
と
し
た
。

　

み
ど
り
の
窓
口
そ
ば
の
Ａ

　

み
ど
り
の
窓
口
そ
ば
の
Ａ

Ｔ
Ｍ
機
設
置
場
に
は
外
貨
両

Ｔ
Ｍ
機
設
置
場
に
は
外
貨
両

替
機
も
導
入
さ
れ
て
い
る
。

替
機
も
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　

「
鎌
倉
同
人
会
」
は
、
昨

　

「
鎌
倉
同
人
会
」
は
、
昨

年
百
周
年
を
迎
え
た
由
緒
あ

年
百
周
年
を
迎
え
た
由
緒
あ

る
市
民
団
体
で
あ
る
が
、
こ

る
市
民
団
体
で
あ
る
が
、
こ

の
た
び
そ
の
文
化
推
進
事
業

の
た
び
そ
の
文
化
推
進
事
業

と
し
て
「
鎌
倉
市
芸
術
文
化

と
し
て
「
鎌
倉
市
芸
術
文
化

振
興
財
団
」
に
事
務
局
を
置

振
興
財
団
」
に
事
務
局
を
置

く
「
鎌
倉
俳
句
＆
ハ
イ
ク
」

く
「
鎌
倉
俳
句
＆
ハ
イ
ク
」

実
行
委
員
会
に
、
鎌
倉
市
内

実
行
委
員
会
に
、
鎌
倉
市
内

1919
カ
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る

カ
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る

俳
句
ポ
ス
ト
の
補
修
援
助
金

俳
句
ポ
ス
ト
の
補
修
援
助
金

と
し
て
寄
付
を
行
っ
た
。

と
し
て
寄
付
を
行
っ
た
。

　

そ
の
贈
呈
式
が
秋
晴
れ
に

　

そ
の
贈
呈
式
が
秋
晴
れ
に

恵
ま
れ
た

恵
ま
れ
た
1010
月
1818
日
、
鎌
倉

日
、
鎌
倉

文
学
館
前
庭
で
行
わ
れ
、
富

文
学
館
前
庭
で
行
わ
れ
、
富

岡
幸
一
郎
同
人
会
理
事
長
か

岡
幸
一
郎
同
人
会
理
事
長
か

ら
森
田
晃
輔

ら
森
田
晃
輔

財
団
理
事
長

財
団
理
事
長

に
寄
付
金

に
寄
付
金
1010

万
円
が
贈
呈

万
円
が
贈
呈

さ
れ
た

さ
れ
た
＝
写
＝
写

真
。

　

「
鎌
倉
俳

　

「
鎌
倉
俳

句
＆
ハ
イ

句
＆
ハ
イ

４
回
集
め
て
入
選
作
を
決
め

４
回
集
め
て
入
選
作
を
決
め

て
い
る
。
投
句
数
は
年
間
約

て
い
る
。
投
句
数
は
年
間
約

１
万
句
に
及
び
、
児
童
か
ら

１
万
句
に
及
び
、
児
童
か
ら

も
投
稿
が
あ
り
、
観
光
客
が

も
投
稿
が
あ
り
、
観
光
客
が

鎌
倉
へ
訪
れ
る
楽
し
み
に
も

鎌
倉
へ
訪
れ
る
楽
し
み
に
も

な
っ
て
い
る
。
高
浜
虚
子
の

な
っ
て
い
る
。
高
浜
虚
子
の

孫
星
野
椿
氏
、
曽
孫
星
野
高

孫
星
野
椿
氏
、
曽
孫
星
野
高

士
氏
の
選
者
に
よ
る
年
間
大

士
氏
の
選
者
に
よ
る
年
間
大

賞
な
ど
の
表
彰
式
は
、
毎
年

賞
な
ど
の
表
彰
式
は
、
毎
年

５
月
の
鎌
倉
の
文
化
事
業
と

５
月
の
鎌
倉
の
文
化
事
業
と

し
て
定
着
し
て
い
る
。

し
て
定
着
し
て
い
る
。

ク
」
は
２
０
０
４
年
に
開
設

ク
」
は
２
０
０
４
年
に
開
設

さ
れ
、
俳
句
ポ
ス
ト
に
投
函

さ
れ
、
俳
句
ポ
ス
ト
に
投
函

さ
れ
た
作
品
を
季
節
毎
に
年

さ
れ
た
作
品
を
季
節
毎
に
年

　

鎌
倉
市
医
師
会
立
産
科
診

　

鎌
倉
市
医
師
会
立
産
科
診

療
所
「
テ
ィ
ア
ラ
か
ま
く

療
所
「
テ
ィ
ア
ラ
か
ま
く

ら
」
（
市
内
小
町
・
高
山
照

ら
」
（
市
内
小
町
・
高
山
照

雄
所
長
）
で
、
満
月
の
夜
の

雄
所
長
）
で
、
満
月
の
夜
の

1010
月
1616
日
の
未
明
、
２
千
人

日
の
未
明
、
２
千
人

目
の
赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
。

目
の
赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
。
2020

日
は
「
鯛
の
塩
釜
焼
」
付
の

日
は
「
鯛
の
塩
釜
焼
」
付
の

祝
い
膳
が
用
意
さ
れ
た
。　

祝
い
膳
が
用
意
さ
れ
た
。　

　

藤
沢
市
在
住
の
土
橋
美
咲

　

藤
沢
市
在
住
の
土
橋
美
咲

さ
ん
（

さ
ん
（
2727
）
と
）
と
英ひ

で
ひ
で

泰ひ
ろ
ひ
ろ

さ
ん
さ
ん

（
2727
）
夫
妻
の
里
帰
り
出
産

）
夫
妻
の
里
帰
り
出
産

で
、
生
ま
れ
た
の
は
第
一
子

で
、
生
ま
れ
た
の
は
第
一
子

で
男
の
子
。

で
男
の
子
。
直な

お
な
お

弘ひ
ろ
ひ
ろ

く
ん
と
命

く
ん
と
命

名
さ
れ
た

名
さ
れ
た
＝
写
真

＝
写
真
。
夫
妻
は

。
夫
妻
は

「
元
気
に
の
び
の
び
と
育

「
元
気
に
の
び
の
び
と
育

ち
、
心
の
広
い
子
に
な
っ
て

ち
、
心
の
広
い
子
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

同
診
療
所
は
「
市
内
で
分

　

同
診
療
所
は
「
市
内
で
分

娩
で
き
る
施
設
が
ほ
し
い
」

娩
で
き
る
施
設
が
ほ
し
い
」

と
の
要
望
を
受
け
て
、

と
の
要
望
を
受
け
て
、

２
０
０
９
年
２
月
に
鎌

２
０
０
９
年
２
月
に
鎌

倉
市
の
援
助
の
も
と
鎌

倉
市
の
援
助
の
も
と
鎌

倉
市
医
師
会
に
よ
り
設

倉
市
医
師
会
に
よ
り
設

立
さ
れ
た
旧
鎌
倉
市
内

立
さ
れ
た
旧
鎌
倉
市
内

唯
一
の
分
娩
施
設
。

唯
一
の
分
娩
施
設
。

　

妊
娠
か
ら
産
褥
ま
で

　

妊
娠
か
ら
産
褥
ま
で

の
全
期
間
を
通
し
た
助

の
全
期
間
を
通
し
た
助

産
師
の
妊
婦
と
家
族
へ
の
細

産
師
の
妊
婦
と
家
族
へ
の
細

か
い
対
応
を
心
が
け
、
安
全

か
い
対
応
を
心
が
け
、
安
全

で
快
適
な
お
産
―
子
育
て
を

で
快
適
な
お
産
―
子
育
て
を

目
指
し
、
鎌
倉
市
民
は
も
と

目
指
し
、
鎌
倉
市
民
は
も
と

よ
り
、
市
民
以
外
の
利
用
も

よ
り
、
市
民
以
外
の
利
用
も

多
い
。
母
親
や
家
族
に
向
け

多
い
。
母
親
や
家
族
に
向
け

て
の
講
座
を
随
時
開
催
し
て

て
の
講
座
を
随
時
開
催
し
て

い
て
誰
で
も
参
加
で
き
る
。

い
て
誰
で
も
参
加
で
き
る
。

　

２
０
１
４
年
４
月
か
ら
は

　

２
０
１
４
年
４
月
か
ら
は

婦
人
科
領
域
に
も
対
応
し
て

婦
人
科
領
域
に
も
対
応
し
て

お
り
、
市
の
子
宮
が
ん
検
診

お
り
、
市
の
子
宮
が
ん
検
診

も
こ
こ
で
受
け
ら
れ
る
。

も
こ
こ
で
受
け
ら
れ
る
。

　

問
い
合
わ
せ
☎
０
４
６
７

　

問
い
合
わ
せ
☎
０
４
６
７

・
6161
・
０
３
１
１

・
０
３
１
１

女
性
消
防
団
員
も
活
躍

女
性
消
防
団
員
も
活
躍

【寄稿】【寄稿】

オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ

オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ

池
田
正
弘

池
田
正
弘

5454

観
光
案
内
所
サ
ー
ビ
ス
拡
充

観
光
案
内
所
サ
ー
ビ
ス
拡
充

鎌
倉
駅
前
に
外
貨
両
替
機
も

鎌
倉
駅
前
に
外
貨
両
替
機
も

俳
句
事
業
に

俳
句
事
業
に
1010
万
円
寄
付

万
円
寄
付

百
周
年
の
鎌
倉
同
人
会

百
周
年
の
鎌
倉
同
人
会

鎌
倉
同
人
会
理
事　

松
岡
洋
太
郎

鎌
倉
同
人
会
理
事　

松
岡
洋
太
郎

第
１
回
葉
山
消
防
操
法
大
会

第
１
回
葉
山
消
防
操
法
大
会

２
０
０
０
人
目
の
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
！

２
０
０
０
人
目
の
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
！

鎌
倉
市
医
師
会
立
産
科
診
療
所

鎌
倉
市
医
師
会
立
産
科
診
療
所

　

■
日
向
建
設

日
向
建
設　
　

鎌
倉
市
大
船
１
―

　
　

鎌
倉
市
大
船
１
―
1515
―
３
―
３

　

☎

　

☎
０
４
６
７
・

０
４
６
７
・
4747
・
５
４
５
４

・
５
４
５
４　

 http://www.hyuuga.co.jp
http://www.hyuuga.co.jp

　

住
宅
の
基
礎
の
歴
史
を
見
る

　

住
宅
の
基
礎
の
歴
史
を
見
る

と
、
点
か
ら
帯
そ
し
て
面
に
変

と
、
点
か
ら
帯
そ
し
て
面
に
変

わ
っ
て
き
て
い
る
事
が
分
か
り

わ
っ
て
き
て
い
る
事
が
分
か
り

ま
す
。
昔
の
神
社
や
お
寺
そ
れ

ま
す
。
昔
の
神
社
や
お
寺
そ
れ

に
大
き
な
屋
敷
等
の
基
礎
は
独

に
大
き
な
屋
敷
等
の
基
礎
は
独

立
基
礎
と
呼
ば
れ
る
作
り
で
、

立
基
礎
と
呼
ば
れ
る
作
り
で
、

柱
が
立
つ
部
分
の
下
を
集
中
的

柱
が
立
つ
部
分
の
下
を
集
中
的

に
固
め
大
き
な
石
を
据
え
そ
の

に
固
め
大
き
な
石
を
据
え
そ
の

上
に
柱
を
建
て
た
も
の
で
、
現

上
に
柱
を
建
て
た
も
の
で
、
現

在
ま
で
狂
う
事
無
く
建
っ
て
い

在
ま
で
狂
う
事
無
く
建
っ
て
い

る
物
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

る
物
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
布
基
礎
と
呼
ば
れ

　

そ
の
後
、
布
基
礎
と
呼
ば
れ

る
作
り
方
に
変
わ
り
、
固
く
し

る
作
り
方
に
変
わ
り
、
固
く
し

た
土
の
上
に
石
を
並
べ
、
そ
の

た
土
の
上
に
石
を
並
べ
、
そ
の

上
に
土
台
と
い
う
材
木
を
敷

上
に
土
台
と
い
う
材
木
を
敷

き
、
そ
の
上
に
柱
を
立
て
ま
し

き
、
そ
の
上
に
柱
を
立
て
ま
し

た
。
こ
の
方
法
を
改
良
し
て
、

た
。
こ
の
方
法
を
改
良
し
て
、

石
の
代
わ
り
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

石
の
代
わ
り
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
使
い
、
更
に
鉄
筋
を
入
れ
て

を
使
い
、
更
に
鉄
筋
を
入
れ
て

強
さ
を
増
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

強
さ
を
増
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

ほ
ん
の
十
数
年
ほ
ど
前
ま
で
主

ほ
ん
の
十
数
年
ほ
ど
前
ま
で
主

流
で
採
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

流
で
採
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
建
物
が
経
つ
殆
ど

　

現
在
は
、
建
物
が
経
つ
殆
ど

全
て
の
床
下
を
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

全
て
の
床
下
を
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
で
固
め
る
、
ベ
タ
基
礎
と

ー
ト
で
固
め
る
、
ベ
タ
基
礎
と

呼
ば
れ
る
方
法
に
変
わ
っ
て
き

呼
ば
れ
る
方
法
に
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。
こ
の
方
法
の
良
さ

て
い
ま
す
。
こ
の
方
法
の
良
さ

は
、
建
物
を
点
や
帯
で
支
え
る

は
、
建
物
を
点
や
帯
で
支
え
る

の
で
は
無
く
、
面
で
支
え
る
事

の
で
は
無
く
、
面
で
支
え
る
事

に
あ
り
ま
す
。
地
盤
を
固
く
強

に
あ
り
ま
す
。
地
盤
を
固
く
強

く
し
て
、
基
礎
を
面
に
す
る
事

く
し
て
、
基
礎
を
面
に
す
る
事

で
丈
夫
な
土
台
に
な
る
訳
で
す
。

で
丈
夫
な
土
台
に
な
る
訳
で
す
。

　

鉄
筋
の
組
み
方
に
も
決
ま
り

　

鉄
筋
の
組
み
方
に
も
決
ま
り

が
あ
り
、
太
さ
や
本
数
も
基
準

が
あ
り
、
太
さ
や
本
数
も
基
準

が
あ
り
ま
す
。
打
ち
込
む
コ
ン

が
あ
り
ま
す
。
打
ち
込
む
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
強
度
も
打
設
方
法

ク
リ
ー
ト
の
強
度
も
打
設
方
法

も
決
ま
り
が
あ
り
ま
す
。
湿
気

も
決
ま
り
が
あ
り
ま
す
。
湿
気

を
避
け
・
地
質
調
査
を
し
・
地

を
避
け
・
地
質
調
査
を
し
・
地

盤
改
良
を
し
て
・
ベ
タ
基
礎
に

盤
改
良
を
し
て
・
ベ
タ
基
礎
に

す
る
事
で
や
っ
と
建
物
を
支
え

す
る
事
で
や
っ
と
建
物
を
支
え

る
準
備
が
整
い
、
１
０
０
年
住

る
準
備
が
整
い
、
１
０
０
年
住

宅
が
見
え
て
く
る
の
で
す
。

宅
が
見
え
て
く
る
の
で
す
。

終
の
棲
み
家
を
考
え
る

終
の
棲
み
家
を
考
え
る

基
礎
に
つ
い
て

基
礎
に
つ
い
て
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